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  　本稿は，拙稿「19 世紀ラテン諸国における“Monetary Union”の胎動—ユーロとの関連で—」，『世界金
融システムの形成』，蒼天社，（出版未定），をもとに，その内容の一部を省略したものである。
1）  　Cameron (1967) p117，邦訳 163 ページ。Cameron(1967) p116 Table Ⅳ.3 によると，正貨，銀行券，預金
の割合は，順に 1845 年には 82%，18%，14%，1870 年には 68%，18%，14% と推定されている。
2）  　Plessis (2005) pp154-155. また 19 世紀のフランスの信用制度に関しては，Liesse (1909), des Essars (1896)
を参照した。
3）  　National Bank of Belgium, “1830-1914: a young nationʼs coins and notes” (http://www.nbb.be/) Cf. 
Cameron (1967) p139，邦訳 194 ページ
4） 　Cameron (1967) pp138-139，邦訳 195 ページ。ベルギーの銀行制度に関しては，Conant(1910) も参照した。


























フラン，2 フラン，1 フラン，75 サンチーム，50 サンチーム，25 サンチーム（1 フラン =100
サンチーム）の銀貨を鋳造した（第 1-3 条）。同時に，金貨に関しても，20 フラン，40 フラン
金貨の鋳造と，その純度 9/10 を規定し（第 6，7 条），本位貨幣の地位を与えた。法律上に規
定はないが，金と銀 1kg の鋳造価格はそれぞれ 3,445（=1,000 ÷（6.45 × 0.9）× 20）フラン
と 222.2 フラン（=1,000 ÷ 4.5）であるから，金と銀の法定比価は 15.5 となる
10）
。更に金銀共に，
自由鋳造を認め（第 11 条），無制限法貨であったから，法定比価 15.5 の金銀複本位制を採っ
たことになる。
6） 　Landmann (1910) pp9-13, des Essars (1896) pp287-288
7）  　Sannucci (1989) p260. イタリア銀行は当時の「銀行業システムは小規模の個人銀行，少数の大衆機関，そ
して少数の発券銀行から構成されていた。銀行券の流通はわずかだった。」と述べている。Bank of Italy, 
“Origins” (http://www.bancaditalia.it/)
8）  　19世紀のイタリアの通貨と信用制度に関しては，Fratianni and Spinelli (1984), Fratianni and Spinelli (2005), 
Tattara (2000), Sannucci (1989), Gigliobianco and Giordano (2010) を参照した。
9）  　同法に関しては，Report from the Royal Commission on International Coinage (1868) Appendix No.XXV, 
U. S. Senate (1879) pp155-157，参照。
10）  　この金銀法定比価自体は，既に 1785 年の布告によって定められていたものを，同法が受け継いだに過ぎ









て以下のように説明することができる。法定比価 15.5= 金の鋳造価格（3,445 フラン）/ 銀の




代に「フランスがヨーロッパの金属貨幣全体の 1/3 を所有していると見積も」られ，また 19









出 所）　金銀市場比価は，Marc Flandreau, (2004) p242 Table D.
　  　　 フ ラ ン ス の 貴 金 属 輸 出 入 は，Report from the Select Committee on Depreciation of Silver (1876) 















































































金・銀貨の鋳造をみると，1803-47 年の金貨の鋳造額は約 11 億 7,733 万フラン，銀貨の鋳造
額は約 39 億 7,615 万フランで，金貨の 3 倍以上の銀貨が鋳造された
14）
。また「1795-1848 年



















銀貨を考えれば，銀 1kg の鋳造価格は 222.2 フランである。しかし磨滅・盗削により 5 フラン
銀貨の実質的内容が名目的内容を下回り，その軽い 5 フラン銀貨が広範に流通するようになる
状況では，銀貨が軽くなる度合いに応じて，実態としての銀の鋳造価格は逆に上昇する。1％





5 フラン銀貨 1 枚，1 フラン銀貨 5 枚，50 サンチーム銀貨 10 枚，いずれもその実質的内容
は等しく，純銀 4.5g である。しかしこれらが同一時点で鋳造された銀貨であっても，その後
12）  　1820-32 年にパリ市場では，金に 75 サンチームから 16 フランのプレミアムが付いている。Report from 
the Committee of Secretary on the Bank of England Charter (1832) Appendix no.97
13） 　Willis (1901) p4
14） 　Report from the Select Committee on Depreciation of Silver (1876) Appendix No.21, Enclosure 2
15） 　Willis (1901) p5
16） 　Laughlin (1896) p119
17） 　Report from the Select Committee on Depreciation of Silver (1876) Appendix No.21, Enclosure 2
18）  　Willis (1901) p6.  1849-50 年を境とするフランスの鋳貨流通の変化に関しては，Tooke and Newmarch 
(1857) Part Ⅵ Section 18-19（邦訳 , 第６編第 18-19 節），参照。
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の磨滅の度合いは，大口取引で用いられる銀貨ほど小さく，小口取引で用いられる銀貨ほど大
きいであろう。すなわち 5 フラン銀貨や 2 フラン銀貨といった，銀貨のなかでも比較的，額面
の大きい鋳貨は磨滅の進行が緩慢であるが故に，市場比価が法定比価より低下するのに敏感に
対応して，過低評価されることになる。そして，額面のより小さな銀貨がそれに続くことにな
るであろう。「1853-54 年までに 5 フラン銀貨と 2 フラン銀貨は既に不足していた，この時には，






























その中心は公比 15.5 の金銀複本位制である。「銀 5g，純度 9/10 を貨幣単位とする，そして
19）  　Redish (1994) p73. この 1859 年の市場比価 15.19 はパリ市場ではなく，ロンドン市場における比価を指し
ていると考えられる。Warren and Pearson (1933) p144, Table 25
20） 　Willis (1901) p15
21） 　U. S. Senate (1877) Appendix p144
22） 　U. S. Senate (1877) Appendix p144
23） 　U. S. Senate (1877) Appendix p144
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貨幣名をフラン」として，銀を本位貨幣とすると共に，フランスと同一の重量と純度で，本位








輸　入 輸　出 輸　入 輸　出
金地金 金貨 金地金 金貨 銀地金 銀貨 銀地金 銀貨
1837 年 6 23 22 13 23 145 1 23
1838 年 3 16 10 13 23 131 2 32
1839 年 7 36 0 19 15 117 5 52
1840 年 10 49 1 9 21 139 27 37
1841 年 4 11 7 13 19 151 16 37
1842 年 2 6 12 8 29 109 11 35
1843 年 3 7 26 25 39 118 9 45
1844 年 2 3 5 6 44 107 18 51
1845 年 3 2 13 6 46 113 14 55
1846 年 4 4 12 5 26 81 14 46
1847 年 5 16 9 25 49 89 17 68
1848 年 5 39 3 3 39 194 1 18
1849 年 5 7 1 5 62 229 3 44
1850 年 30 31 32 12 25 130 10 72
1851 年 22 94 14 17 21 158 33 68
1852 年 19 40 11 31 22 158 28 155
1853 年 261 58 6 24 17 96 41 189
1854 年 368 113 9 56 12 88 73 191
1855 年 275 106 5 158 43 78 77 241
1856 年 273 192 1 89 12 98 139 255
1857 年 291 278 3 120 18 80 152 306
1858 年 253 301 1 65 15 146 98 78
1859 年 358 369 5 183 12 199 190 192
1860 年 279 191 32 127 12 119 146 142
1861 年 17 227 58 210 21 151 80 154
1862 年 119 283 42 195 28 104 116 102
1863 年 83 287 86 272 28 133 126 103
1864 年 110 354 33 306 64 204 134 176
1865 年 96 323 56 213 94 142 93 71





ダ金貨・10 フローリン貨，（4）フランス金貨・20 フラン，40 フラン貨，（5）フランス銀貨・






そこでベルギーは複本位制下で金貨流通を促すため，1847 年 3 月 31 日法により，当時の市
場比価に合わせて，新たな価格の度量標準を金貨に与え，（6）新ベルギー金貨・10 フラン，
25 フラン貨の鋳造を開始し，法貨とした。この新ベルギー金貨では金 1kg の鋳造価格は 3,495
フランで，旧金貨のそれを上回るから，ベルギーの新金貨と従来のベルギー銀貨との間で成立
する新しい法定比価は，旧法定比価を上回って，15.80 前後に上昇することになる。しかし，
この新ベルギー金貨の自由鋳造は認めず，鋳造を 2,000 万フランに制限した。その後 3 年間で，






















24） 　Conant (1910) p164
25） 　Willis (1901) p17
26） 　U. S. Senate (1877) Appendix p145
27） 　Conant (1910) p164






銀本位制を指向し始めた。そこで，1849 年 9 月 28 日にイギリス・ソブリン金貨から，1850 年
6 月 14 日にオランダ金貨から，1850 年 12 月 28 日にフランス金貨から，ベルギー国内での法
貨性を喪失させる措置をとった。そして 1850 年 12 月 28 日には同時に，銀を唯一の本位として，
金貨の鋳造を停止した。更に 1854 年 8 月 11 日の公布は，1847 年 3 月 31 日法のもとで鋳造さ
れた金貨を廃貨した。
しかしその後も，フランス金貨のベルギーへの流入は続いた。フランス金貨・20 フラン貨は，




























29） 　Willis (1901) pp21-22



























」とした。具体的には，その後の 1852 年 6 月 16 日法により，
フランス，ベルギー，そしてイタリアの諸王国の銀貨をスイス国内で，事実上の法貨とした。






31） 　Willis (1901) pp22-23
32） 　Willis (1901) p27
















貨は，まず完全量目のスイスの 5 フラン銀貨を，次に磨滅した 5 フラン銀貨を，さらに 2 フラ













しかし他方で，自国の銀貨に関しては，5 フラン銀貨と 2 フラン以下の銀貨に関して，異な
る取り扱いをした。5 フラン銀貨は従来通りの重量と純度で，本位貨幣として維持する一方，
2 フラン，1 フラン，1/2 フラン銀貨に関しては，重量は不変のまま，純度を 900/1,000 から
800/1,000 に引き下げた。その結果，これら 2 フラン以下のスイス銀貨は，フランスおよびベ
ルギー銀貨と同一の名目的価値をもつが，純度は 10％低いものとなり，もはや金との裁定取
引の対象とはならない。そして 900/1,000 の品位をもつ旧スイス・フラン銀貨は改鋳され，





34） 　Willis (1901) p28
35） 　Willis (1901) pp28-29
36） 　U. S. Senate (1877) p190
37） 　Willis (1901) p30
38） 　 スイス国立銀行は，これを「複本位制の導入」と述べている。（http://www/snb.ch/en/iabout/snb/hist/
id/hist_wpc）
39）  　アメリカは 1853 年法で，銀貨の重量の引き下げにより銀を補助鋳貨化した。これに対して，スイスは同
じ目的を，重量不変のまま，純度の引き下げにより達成した点で，アメリカよりも巧妙だったといえる。
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フランスでは 50 年以降，銀貨の鋳造は減少していた。60 年には 5 フランと 2 フラン銀貨は














ランスとの強い経済的および政治的関係をもっていた。1862 年 8 月 24 日法は基本的にはフラ
ンスの貨幣制度を採用したが，貨幣単位はリラとした。5 リラ金貨の重量は金 1.61290g，5 リ
ラ銀貨の重量は銀 25g（第 1 条），そして共に品位は 900/1,000 であったから（第 2 条），金銀
の法定比価は 15.5 である。そして 5 リラ銀貨は自由鋳造が認められ，金貨と同様，法貨だっ
た（第 6 条）。また上記の第 2 条，第 6 条に準拠した外国鋳貨—具体的には，フランスおよび
ベルギー金貨—を法貨として認めた（第 9 条）。しかし 2 リラ，1 リラ，0.5 リラ，0.2 リラ貨・
銀貨の品位は 835/1,000 とした（第 3 条）。銀貨の重量はフランスと同一であるにも係わらず，
5 リラ銀貨の純度 900/1,000 に対して，2 リラ以下の銀貨の純度を低くした。これにより，本
位貨幣・金貨と 2 リラ以下の銀貨との金銀比価は 14.38 となり，これは当時の市場比価とほぼ
等しかった。そのため，コストを考慮すると 2 リラ以下の銀貨を溶解する動機はなくなり，こ
れら銀貨は流通に留まることになる。更に 2 リラ以下の銀貨は 50 リラまでの制限法貨とされ
たことと合わせると（第 7 条），これらの銀貨を補助鋳貨と位置付けたことになる。以上のよ
うに，同法律は，金貨と 5 リラ銀貨に関しては，フランスと同様，公比 15.5 の金銀複本位制
だが，2 リラ以下の銀貨に関しては，金を本位貨幣とし，銀を補助貨幣とする金本位制を採用
















のスイス銀貨の受取を拒否することにした。さらに 64 年 5 月 24 日に，50 サンチーム，20 サ
ンチーム銀貨の純度をイタリアと同じ 835/1,000 に引き下げ，20 フランの制限法貨とし，これ
らの鋳造を 3,000 万フランに制限することを定めた。この目的は，フランスからの銀の輸出を
阻止し，小口取引に必要な補助銀貨を供給することだった。しかし実際の鋳造額は，64 年に

















（= 金の鋳造価格 / 銀の鋳造価格）を新たに設定すればよい。これは，金の鋳造価格の引き下げ，
または銀の鋳造価格の引き上げによって，言い換えれば，金の価格の度量標準の引き上げ，ま
たは銀の価格の度量標準の引き下げ，によって達成される。これを，単純に金銀法定比価のみ
41） 　Fratianni and Spinelli (2005) p65
42） 　Willis (1901) p40
43） 　Willis (1901) p39




















1832 年 6 月 5 日
スイス
1850 年 5 月 7 日
イタリア
1862 年 8 月 24 日
銀貨　　　　　　　　 1 フランにつき 1 フランにつき 1 フランにつき 1 リラにつき
重量 5g 5g 5g 5g
純度  9/10  9/10  9/10  9/10
額面 5 フラン以下 5 フラン以下 5 フラン以下 5 リラ
金貨　　　　　　　　 20 フランにつき 20 フランにつき 20 リラにつき
重量 6.45g 6.45g 6.45161g
純度  9/10  9/10  9/10
額面 40,20 フラン 40,20 フラン 100,50,20,10,5 リラ
補助貨幣としての銀貨
フランス
1864 年 5 月 24 日
スイス
1860 年 1 月 31 日
イタリア
1862 年 8 月 24 日
1 フランにつき 1 フランにつき 1 フランにつき
重量 5g 5g 5g
純度 0.835 0.800 0.835 
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The Monetary Unification Process of the Latin Union
Ken KATAGIRI
Abstrct
In 1865, a monetary treaty was signed between France, Belgium, Italy and Switzerland, 
which would become known as the Latin Monetary Union. This paper examines the 
development of monetary conditions in Latin nations before 1865. The discoveries of gold 
in California and Australia in the mid-19th century posed a serious threat to all monetary 
systems in the period. Belgium and Switzerland went on the silver standard and 
abandoned gold. The international monetary system as a whole, however, was dominated 
by the French bimetallic law. The new Kingdom of Italy adopted a bimetallic standard of 
French origin in 1861. My focus is on the arbitrage transactions of coins among these 
Latin nations.
